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研究成果の概要 

 

(1) ファイバレーザーベース任意制御コム光源の開発 

(1-1) 高繰り返しファイバレーザーコム光源の開発 

種光源として，206 MHz の高繰り返しな全偏波保持 Figure-9 型超短パルスファイバレーザー，

およびそれを用いた光周波数コム光源を開発し，高度な安定化に成功した． 

(1-2) 液晶空間光変調器や分子ガスを用いたスペクトルピークの生成と制御 

 液晶空間光変調器を用いた任意制御スペクトルフィルタの高度化を進め，それを用いて各種光

ファイバにおけるスペクトルピーク生成の特性を実験と数値解析の両面から解析した．その結果，

増幅率最大 11 倍，信号対背景比(SBR)最大 30dB を実証し，高度なスペクトルピークの生成に成

功した．また，CH4, HCNの分子ガスセル，および大気中の H2Oの吸収スペクトルによるスペクトル

ピークの生成に成功した． 

(1-3) ファイバ非線形効果を用いたスペクトルピークのペデスタル抑圧技術の開発 

 高感度な分光計測を実現するために，①非線形偏光干渉ループミラー，および②非線形偏波回

転を用いた２種のペデスタルの分離手法を考案し，実験と数値解析によりその原理実証を行い，

更に諸特性・動作原理の解析を進めた．これまでに SBR 20dBのスペクトルピークの生成に成功し

た． 

 

(2) 任意制御コム光源を用いた CRDSの開発と環境計測 

(2-1) CRDSによる微量水分の測定 

CRDS 微量水分計を開発し，性能評価に用いる微量水分の一次標準を整備した．国際単位系

にトレーサブルな実験に基づき，波長 1.4 µm付近での水の吸収線強度を決定した． 

(2-2) 非線形 CRDSの開発 

非線形 CRDS のためのリング共振器を開発し，諸特性を評価した．また、放射線管理区域内実

験室にて微量水分の前処理・試料導入系を開発し，２μm帯 LDを用いた CRDSにより有用性を確

認した． 
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